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1Qa－6 「日向地誌」からみた明治初期日向国における食料と栄養

　　　　　　　　　五島　淑子　（山口大）

　目的　「日向地誌」を基礎資nとして、明治初期日向国の食料と栄養の特徴を明らかに

することである。
　方法　資料は平部虜i剌「日向地誌（復刻版）」青潮社（｡1976）を使用した。　ｒ日向地

誌」に記載された物産のうち食用産物を選びだし、推定総生産量を算出し、さらに重量換

算を行った。主食に属する農産物について、「明治ll年全国農産表」に記載された普通物

産と比較を行い。「日向地誌」の記録の性質を明らかにした。算出した推定総生m量をも

とに当時の人口および365日で除し、１人１日あたりの食料生産a.を算､出した。栄養素等

供給鼠の算出には、食品成分表（3訂）を使川した。

　結果　「日向地誌」の記載は、宮崎郡、那珂郡、児湯郡、臼杵郡。諸県郡の5C15で、日

向国全体村数は374村である。主食料について、「日向地誌」の記録と「明治u年全国農

産表jを比較した結果、ｒ日向地誌Jの記mは、商品価値のある産物の記録が中心である

と考えられた。日向国の食料生産の特徴は。穀類ではコメが最も多いこと、イモ類ではサ

ツマイモが多いこと、砂糖類があること、豆類ではダイス、野菜類では、ダイコン、タケ

ノコ。果実類ではカキ、ミカン、きのこ類ではシイタケが多いこと、魚介類はイワシ、シ

イラなど種類が豊富であること、獣鳥類では、ウシ、ウマが多いこと、嗜好飲料類には酒

・焼耐があることなどが明らかになった。宮m郡について栄養素等供給量を検討した結果、

穀類エネルギー比が高く、脂質・動物性タンパク質が少ないことが分かった。

1Qa-7　　　料理名に見られるII南蛮”について

　　　　　　　○橋爪伸子＊　　江後迪子*＊

　　　　　　　　(＊香蘭短大　＊＊元別府大短大)
＜目的＞　室町時代末期、ポルトガル船の種子島漂着に始まる南蛮交易は、それまでの我

が国の食文化に大きな影響をもたらした。我が国の料理名の中には、”なんぱん”、¨おらん

だ”等の名のつくものが多く見られる。そこで、これらの料理名の由来を探ることを目的と

して調査を行った。
＜方法＞　中世後期及び江戸期の、料理書､｀並びに食品の記述の見られる文献を資料とし

て、”なんぱん”、おらんだ¨、”ながさぎと名のつ＜料理の、調理操作、及び用いられてい

る材料等についても検討した。
＜結果・考察＞　調査した資料ト2 8点のうち、”なんぱんII、”おらんだ¨、”ながさぎと

名のつく、料理並びに食品名の記載されているものは計3 5点で、それぞれ調理法の記載

のあるものは、内容の重複するものを除くと、”なんぱん”３０種、”おらんだ"1 8種、

¨ながさぎ2 4種であった。”なんぱん¨の主材料として最も頻出したものは鯛であり、次
に鶏、その他蛸、鮎等淡水魚、茄子、こんにやく等も用いられており、調理操作別に見る

と揚げる、油焼き等、油を用いる調理操作を一部含み、煮る、漬ける等と組み合わせる複

合調理操作が多く見られた。”おらんだ･'の主材料別では鯛が多く、調理操作別では”なんぱ

ん¨と似通った傾向が見られた。”ながさぎでは同じく鯛の他、卵の使用も多く見られ、調

理操作別では前出の傾向の他、蒸す調理も見られた。またいずれも、唐辛子等数種類の香

辛料の使用が認められた。―方、年代別では、いずれも1700年代後半から1800年代前半に

かけて刊行されたとされる資料に。記述があるものが多く見られた。
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